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研究成果の概要（和文）： 

本研究では統合失調症患者を対象にメタボリックシンドローム（Metabolic Syndrome: MS）の
疫学調査と自律神経活動調査を行った。対象の統合失調症患者 811 名の MS の罹患率は 20.6％
であり、一般人口における MS 頻度 7.8%より高頻度であった。一方、統合失調症群では健常対
照群と比較して自律神経活動の有意な低下が見られた。MS および自律神経活動の低下の改善の
ため、患者群で生活指導の必要性が示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
We assessed the metabolic syndrome (MS) prevalence and autonomic nervous system (ANS) 
activity among patients with schizophrenia. We found high prevalence of MS (20.6%) and 
significantly lower ANS activity in schizophrenic patients than controls. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) 精神科領域においては、以前から、一般

人口に比べて、特に統合失調症患者で肥

満の頻度が高いこと（Marder ら,2004）、

心血管疾患による死亡率が高いことが指

摘されてきた（Gof ら,2005）。米国の研究

では、抗精神病薬を朋用中の統合失調症

患 者 の メタ ボリ ッ クシ ン ド ロー ム

（Metabolic Syndrome: MS）有病率が 40%

を超え、一般人口に比べて 2.51 倍のリス

クがあると報告された（McEvoy,2005）。

しかし本邦では、統合失調症患者におけ

る大規模な実態調査はほとんど行われて

いない。 

 

(2) 一方、抗精神病薬による体重増加、耐糖

能異常、脂質代謝異常などの副作用は無

視できないものである（Lean ら,2003）。

しかし、抗精神病薬の薬物応答性（治療

効果・副作用）には個人差も大きく、現
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在までのところ、我が国で大規模に精神

疾患患者を対象にしたMSの臨床薬理研究

は少なく、MS の薬理学的発症危険因子の

解明が希求されている。 

 

(3) また、健常者では、自律神経活動の低下

が心疾患や肥満と関連することが報告さ

れており、統合失調症でも、自律神経系

の機能異常を疑わせる症状は多いが、同

疾患における自律神経活動の詳細は未だ

未解明である。 

 

そこで、本研究では、精神疾患患者における

MS の現状把握をはじめ、使用中の抗精神病薬

の種類などの精神医学的臨床データの収集と、

自律神経機能測定などの包括的な研究を想起

するにいたった。 

 

 
２．研究の目的 

(1) 抗精神病薬を朋用中の精神疾患患者にお

いて、使用中の抗精神病薬の種類などの

精神医学的評価とともに、メタボリック

シンドローム（Metabolic Syndrome: MS）

に関する調査を行う。精神科病院に入

院・通院中の精神疾患患者における MS の

疫学的特徴を明らかにするとともに、抗

精神病薬の種類ごとの、MS の頻度や特徴

を明らかにし、薬物による MS の発症リス

クを検討する。 

(2) 対象患者に対して、自律神経測定を行い、

MS との関連や精神医学的評価との関連を

検討する。 

(3) 対象患者に対して栄養指導、運動療法を

行い、MS に関する調査を経時的に行う。 

 
 
３．研究の方法 

(1) 対象:入院・通院中で抗精神病薬を朋用中

の統合失調症患者 811 名と、対照群とし

て健常成人 32 名を対象とした。 

 

(2) 方法: 精神医学的評価、MS 評価: 全対象

の精神医学的診断(DSM-IV の多軸評価)、

薬物療法癧、身体測定（身長・体重・血

圧・腹囲）、一般血液検査を行った。自律

神経機能の評価： 安静時心電図検査を行

い、心拍変動パワースペクトル解析によ

り自律神経活動を定量化した。 

食事・運動療法として、既に開始されて

いる定期的な教育プログラムとウォーキ

ングやラジオ体操を施行した。 

 

(3) 解析 

上記で得られた診断や疾患重症度、使用

中の抗精神病薬の種類などの精神医学的

臨床データと MS 頻度との相関を解析し、

既に得られた個々の自律神経機能と臨床

データのとの相関を解析した。統計解析

には SPSS（統計解析ソフトウエア）を用

いた。 

 
 
４．研究成果 

(1) 精神疾患患者におけるメタボリックシン

ドローム（Metabolic Syndrome: MS）の

疫学調査 

対象の統合失調症患者 811名の MSの罹患

率は 20.6％であり、一般人口における MS

頻度7.8%(Araiら(2005))より高頻度であ

った。また、男性入院患者の MS 罹患率は

15.3%に対して、男性外来患者では 43.3%

が MS の診断基準を満たし、女性入院患者

の 4.4%と比較して 10 倍の頻度であった。

特に外来患者では不規則な生活習慣や社

会的孤立による医療資源へのアクセス困

難などが示唆されており（Newcomer 2007)、

MS あるいは予備軍改善のための生活指導

の必要性が、特に外来患者において急務

であることが示唆された。また、使用薬

剤毎の評価では、特定の薬剤での MS への

有意な影響は認められなかったが、クエ

チアピン使用群において多剤使用群と比

較して腹囲が有意に低値であった。 

 

(2) 精神疾患患者における自律神経活動調査 

統合失調症患者 174 名と、対照群として

健常成人 32 名を対象とし、安静時の心電

図を測定後、心拍変動パワースペクトル

解析により自律神経活動を定量化した。

統合失調症群の総自律神経活動（Total 

power：TP）はコントロール群と比較して

有意に低下していた（p＝0.019）。平均年

齢を一致させた解析ではさらに、TP（p＝

0.021）、交感神経活動（Low frequency：

LF、p＝0.003）ともに統合失調症群で有

意に低下していた。また、統合失調症群

において、TP（p＝0.006）、LF（p＝0.043）、

副交感神経活動（High frequency：HF、p

＝0.012）いずれにおいても抗精神病薬投

与量が影響していることが示唆された。

自律神経活動の低下は、運動不足や不摂

生な生活習慣が関連していることわかっ

ており、MS 同様に、患者群で生活指導の

必要性が示唆された。一方、自律神経活

動と MS 罹患との有意な相関は見られず、



 

 

今後対象者を増やしての検討が望まれる

結果となった。 

 

(3) 精神疾患患者における栄養、運動療法 

準急性期病棟に入院中の精神障害者を対

象に、栄養・運動管理プログラムである

Solution for Wellness（大野ら, 2004）

を行った。また、定期的な教育プログラ

ムとウォーキングを 1 年間継続して行っ

たところ、統合失調症患者19名において、

イスからの立ち上がり時間(p=0.003)等、

運動測定の結果が有意に改善した。 

 

近年、生活習慣の変化によって、わが国でも

MS の有病者が約 940 万人、予備軍が約 1020

万人にのぼり、年々増加中にある。本研究に

より、精神疾患患者における状況はさらに深

刻で、早急な対応が必要と示唆された。今後、

さらに望ましい精神科治療（薬物療法や食

事・運動療法を含めた精神科リハビリ）へ援

用することで、精神疾患患者の MS 予防・改善

に貢献できると考える。 
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